
蔵本祭 常三島祭 

■
「
第
１
回
利
益
相
反
研
修
会
」
を
開
催 

 

　
研
究
連
携
推
進
機
構
知
的
財
産
本
部

で
は
、平
成
１６
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の

委
託
を
受
け
て
、「
２１
世
紀
型
産
学
官
連

携
手
法
の
構
築
に
係
る
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、当
該
事
業

の
一
環
と
し
て
、９
月
２１
日（
木
）に
徳
島
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
於
い
て
第
１
回
利
益
相

反
研
修
会
を
文
部
科
学
省
と
共
催
し
、私

立
大
学
や
研
究
所
を
含
む
２９
機
関
か
ら

約
８０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。  

　
研
修
会
で
は
、渋
谷
雅
之
副
学
長（
研

究
担
当
理
事
・
知
的
財
産
本
部
長
）、文
部

科
学
省
研
究
振
興
局
研
究
環
境
・
産
業
連

携
課
技
術
移
転
推
進
室
室
長
補
佐
か
ら

挨
拶
の
後
、同
研
修
会
に
招
聘
し
た
パ
ネ

リ
ス
ト
か
ら
自
所
属
大
学
に
お
け
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
体
制
に
つ
い
て
発
表
、続
い
て
文

部
科
学
省
室
長
補
佐
に
よ
る
用
語
解
説

を
得
て
、利
益
相
反
状
態
を
把
握
す
る
た

め
の
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
管
理

手
法
に
つ
い
て
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。  

　
今
年
度
の
事
業
で
は
、３
回
の
研
修
会

を
開
催
予
定
で
、管
理
手
法
の
構
築
や
事

例
集
の
発
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

  

■
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

２
０
０
６
開
催 

 

　
大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
部
で
は
、本
年
で
６
回
目
と
な
る「
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
６
」

を
９
月
２９
日（
金
）に
知
的
財
産
本
部
と

の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
当
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、同
研
究
部
等
に

お
け
る
研
究
成
果
を
広
く
地
域
の
人
々
に

公
開
し
、地
域
に
お
け
る
科
学
技
術
の
振

興
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と

と
も
に
、本
研
究
部
の
研
究
活
動
の
情
報

公
開
や
研
究
内
容
の
説
明
責
任
、企
業
の

方
か
ら
の
共
同
研
究
の
シ
ー
ズ
の
提
案
な

ど
も
視
野
に
入
れ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は「
重
点
研
究
テ
ー
マ
」
を「
医
工

連
携
研
究
」
と
設
定
し
、同
研
究
部
等
の

研
究
成
果
３７
件
を
ポ
ス
タ
ー
展
示
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
担
当
教
員
が
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
学
内
外
か
ら
４
０
０
人
を
超
え

る
参
加
が
あ
り
、参
加
し
た
企
業
の
方
か

ら
は
、「
具
体
的
で
、高
度
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
感
じ
た
。
」「
熱
心
な
説
明
で
、よ
く

わ
か
っ
た
。
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

■
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会
開
催 

 
　
徳
島
大
学
で
は
、
１０
月
を
労
働
衛
生
月

間
と
位
置
付
け
、教
職
員
を
対
象
と
し
た

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会
を
、
１０
月
３
日（
火
）、

１０
月
１６
日（
月
）の
２
日
間
、常
三
島
、蔵

本
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
延
べ
４
回
に
わ
た

り
開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
講
演
会
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

に
関
し
て
、個
々
の
教
職
員
の
正
し
い
理

解
と
、組
織
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、教
職
員
の

心
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、よ
り
活
気

の
あ
る
大
学
づ
く
り
を
目
指
し
て
、昨
年

に
引
き
続
き
実
施
し
た
も
の
で
、約
三
百

名
の
教
職
員
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
講
師
に
は
横
浜
労
災
病
院
勤
労
者
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
長
の
山
本
晴
義
氏

を
招
き
、現
状
の
職
場
環
境
に
お
け
る
問

題
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
知
識
を

は
じ
め
、管
理
監
督
者
と
し
て
の
対
応
や

ス
ト
レ
ス
対
処
法
等
に
つ
い
て
、大
学
経
営
・

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
も
、よ

り
役
立
つ
実
践
的
な
内
容
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

■
「
勝
浦
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
開
催 

 

　
１０
月
７
日
（
土
）
、勝
浦
町
に
お
い
て
、

徳
島
大
学
と
徳
島
地
域
連
携
協
議
会
の

主
催
で
、勝
浦
町
と
の
共
催
に
よ
り
、「
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
か

が
変
わ
る
」
を
テ
ー
マ
に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、黒

田
副
学
長
及
び
中
田
勝
浦
町
長
の
挨
拶

の
後
、同
町
笠
松
主
事
補
か
ら
勝
浦
郡
の

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
の
説
明
が
行

わ
れ
た
後
、大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー
の

吉
田
教
授
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
何
が
で
き
、何
に
役
立
つ
か
、

ま
た
地
域
情
報
化
の
本
質
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
事
例
紹
介
「
み
ん
な
で
作
る
・
使
う
町

民
ネ
ッ
ト
」で
は
、勝
浦
町
出
身
の
工
学
部

学
生
二
人
が
、同
町
の
産
直
市
及
び
図
書

館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
モ
デ
ル
を
作

成
・
提
案
し
、発
表
し
ま
し
た
。 

　「
参
加
者
か
ら
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、

会
場
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
に
関

す
る
質
問
や
要
望
な
ど
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

有
意
義
な
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
な
り

ま
し
た
。 

 

■
若
手
研
究
者
を
学
長
表
彰 

 
　
徳
島
大
学
で
は
１１
月
２
日（
木
）「
徳
島

大
学
若
手
研
究
者
学
長
表
彰
」
制
度
に
よ

る
学
長
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
表
彰
制
度
は
、若
手
研
究
者
の
研

究
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、若
手

研
究
者
が
自
立
し
て
研
究
で
き
る
環
境
の

整
備
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、平
成

１８
年
度
に
新
設
し
た
も
の
で
す
。 

　
初
回
と
な
る
今
年
度
は
、全
学
か
ら
１７

名
の
部
局
長
推
薦
が
あ
り
、研
究
業
績
、

所
属
部
局
独
自
の
支
援
策
、将
来
性
を
総

合
的
に
評
価
し
て
４０
歳
未
満
の
若
手
研

究
者
４
名
を
表
彰
し
、学
長
か
ら
賞
状
と

研
究
支
援
経
費
と
し
て
１
０
０
万
円
の
支

給
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、日
頃
学
長
室
に
立
ち
寄
る
機
会

の
少
な
い
若
手
研
究
者
を
学
長
室
に
招
き
、

学
長
と
受
賞
者
と
が
日
頃
の
研
究
活
動

等
に
つ
い
て
歓
談
し
ま
し
た
。 

 

■
第
５４
回
徳
島
大
学
大
学
祭
開
催 

   

１１
月
３
日（
金
）〜
５
日（
日
）ま
で
の
３

日
間
の
日
程
で
第
５４
回
徳
島
大
学
常
三

島
祭
及
び
第
２２
回
徳
島
大
学
蔵
本
祭
が
、

３
日
間
と
も
に
晴
天
に
恵
ま
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 

今
年
の
常
三
島
祭
テ
ー
マ「
和
・ｗ
ａ
・

輪
」
に
は
、様
々
な
人
達
と
ふ
れ
あ
い
、和

ん
だ
り
す
る
こ
と（
和
）、改
め
て
人
の
温

か
さ
を
感
じ
る
こ
と（w

a
rm

th

）の
大
切

さ
、地
域
の
方
々
を
は
じ
め
多
く
の
人
々

と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と（
輪
）で
、

ど
ん
な
困
難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
の
思

い
が
、蔵
本
祭
テ
ー
マ「
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
X
Ｐ

Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
」
に
は
、一
人
一
人
の
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

を
繋
ぎ
合
わ
せ
れ
ば
、一
人
で
は
出
せ
な
い

大
き
な
力
が
出
せ
、そ
こ
か
ら
何
か
が
生

ま
れ
る
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。 

　
主
な
企
画
の
入
場
者
概
数
は
、常
三
島

祭
の「
中
の
森
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」に
３

５
０
人
、「
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ブ
」
に
３
０

０
人
、フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
に
１
０
０
人
、

大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー
企
画
に
１
２
０

人
、学
生
相
談
室
企
画
に
２
３
０
人
が
参

加
し
、常
三
島
祭
３
日
間
の
総
入
場
者
数

は
約
７
，０
０
０
人
で
し
た
。
ま
た
、蔵
本

祭
の「
サ
ス
ケ
ラ
イ
ブ
」に
４
５
０
人
、「
吉

本
ラ
イ
ブ
」に
１
，１
０
０
人
、「
解
剖
病
理

展
」
に
３
８
０
人
、「
栄
養
展
」
に
４
５
０

人
が
参
加
し
、 

蔵
本
祭
３
日
間
の
総
入
場

者
数
は
約
６
，１
０
０
人
で
し
た
。 

 

■
叙
位
叙
勲 

 

　
平
成
１８
年
秋
の
生
存
者
叙
勲
を
次
の
方

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

  

■
学
生
の
保
護
者
代
表
と 

学
長
と
の
懇
談
会 

 

　
平
成
１８
年
１１
月
８
日（
水
）、工
学
部
共

通
講
義
棟
大
会
議
室
で「
学
生
の
保
護
者

代
表
と
学
長
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
懇
談
会
は
今
回
で
８
回
目
と
な
る

も
の
で
、各
学
部
生
の
保
護
者
代
表
１２
名

と
青
野
学
長
、川
上
副
学
長
、黒
田
副
学
長
、

小
林
副
学
長
及
び
各
学
部
長
等
が
出
席

し
ま
し
た
。 

　
最
初
に
青
野
学
長
か
ら
徳
島
大
学
の

現
状
に
つ
い
て
、黒
田
副
学
長
か
ら
地
域

連
携
に
つ
い
て
、中
川
就
職
支
援
室
長
か

ら
就
職
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

引
き
続
き
、保
護
者
代
表
か
ら
学
内
環
境
、

国
際
交
流
、修
学
、就
職
等
に
つ
い
て
意
見
・

質
問
が
出
さ
れ
、徳
島
大
学
の
教
育
・
学

生
支
援
へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
る
懇
談
会
と
な

り
ま
し
た
。 

■
大
学
院
生
・
学
部
卒
業
予
定
者
と 

学
長
と
の
懇
談
会
開
催 

 

　
平
成
１８
年
１１
月
２７
日（
月
）、日
亜
会
館

会
議
室
で
「
大
学
院
生
・
学
部
卒
業
予
定

者
と
学
長
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。 

　
大
学
院
生
と
の
懇
談
会
は
今
回
で
６
回

目
と
な
る
も
の
で
、各
研
究
科
・
教
育
部
の

大
学
院
生
１４
名
が
、学
部
卒
業
予
定
者
と

の
懇
談
会
は
今
回
で
８
回
目
と
な
る
も
の

で
、各
学
部
の
卒
業
予
定
者
９
名
が
、大
学

側
か
ら
は
青
野
学
長
、川
上
副
学
長
、渋

谷
副
学
長
、小
林
副
学
長
及
び
各
研
究
科
・

教
育
部
長（
学
部
長
）等
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
青
野
学
長
か
ら
徳
島
大
学
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、事
前
に
寄
せ
ら
れ

た
学
生
か
ら
の
意
見
・
質
問
を
基
に
、川
上

副
学
長
、各
研
究
科
・
教
育
部
長（
学
部
長
）

等
か
ら
各
部
局
の
現
状
説
明
を
含
め
、回

答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　
学
生
か
ら
は
、修
学
、大
学
生
活
、施
設
・

整
備
、進
路
・
就
職
等
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
、有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。 

 叙
位
叙
勲 

 

瑞
宝
中
綬
章 

 

岡
本 

卓
夫  

   

元 

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授 

   

徳
島
大
学
名
誉
教
授 

   

教
育
研
究
功
労 

 

瑞
宝
中
綬
章 

 

下
村 

滋  
  

元 

徳
島
大
学
薬
学
部
教
授 

   

徳
島
大
学
名
誉
教
授 

   

教
育
研
究
功
労 

 

瑞
宝
小
綬
章 

 

松
本 

道
雄 

   

元 

徳
島
大
学
事
務
局
長 

   

文
部
行
政
事
務
功
労 
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